
教科の目標

4 体つくり運動 4

オリエンテーション

集団行動

ラジオ体操

体つくり運動

短距離走・長距離走

＜知識＞体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体つくり運動の意義と行い方、体の動きを高め

る方法などを理解し、目的に適した運動を身につけ、組み合わせることができる。

記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わうことができる。

＜技能＞

滑らかな動きで速く走ることやペースを守って走ることができる。基本的な動きや効率のよい動

きを身に付けることができる。

自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。

体つくり運動に積極的に取り組むとともに、仲間の学習を

援助しようとすること、一人一人の違いに応じた動きなど

を認めようとすること、話し合いに参加しようとすること

などや健康・安全に気を配ろうとしている。

4

5
陸上競技 7

①短距離走・リレー

②運動会種目

＜知識＞

それぞれの競技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解

できる。

＜技能＞

①短距離走・リレーでは合理的なフォームを身につけたり、バトンの受け渡しで次走者のスピー

ドを十分高めたりして、個人やリレーのタイムを短縮したり、競争したりできる。

動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、

ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果た

そうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認

めようとすることなどや健康・安全に気を配ろうとしてい

る。

5

6
体育理論

保健
5

体育1-1スポーツの始まりと発展

1-1健康の成り立ち

2-1体の発育・発達

2-2呼吸器・循環器の発達

2-3生殖機能の成熟

体理:運動やスポーツは、体を動かしたり健康を維持したりするなどの必要性及び競い合うことや

課題を達成することなどの楽しさから生み出され発展してきたことを理解する。

保健:個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けようとす

ることができる。

体理:運動やスポーツが多様であることについて、

自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに、他者に伝えることができ

る。

保健:健康についての自他の課題を発見し、よりよ

い解決に向けて思考し判断するとともに、他者に

伝える力を養う。

体理:運動やスポーツが多様であることについての学習に積

極的に取組むことができる。

保健:生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく

豊かな生活を営む態度を養う。

6
陸上競技

体力テスト
10

➀運動会練習

②走り幅跳び

➂体力テスト

＜知識＞

それぞれの競技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解

できる。

＜技能＞

②走り幅跳びでは、助走のスピードを生かして素早く踏み切り、より遠くへ跳んだり、競争した

りできる。

動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、

ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果た

そうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認

めようとすることなどや健康・安全に気を配ろうとしてい

る。

６

7
水泳 8

①クロール

②平泳ぎ

＜知識＞

水泳の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解することが

できる。

＜技能＞

①クロールでは手と足の動き、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く泳いだり速く泳い

だりすることができる

②平泳ぎでは手と足の動き、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く泳いだり速く泳いだ

りすることができる。

帰路気宇の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身に付けることができる。

泳法などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

水泳に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルー

ルやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果たそう

とすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めよ

うとすることなどや水の事故防止に関する心得を遵守する

など健康・安全に気を配ろうとしている。

６

7
バレーボール 7 バレーボール

＜知識＞

球技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解できてい

る。

＜技能＞

ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる。基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ

る。

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろ

うとすること、作戦などについての話し合いに参加しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めよ

うとすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや

健康・安全に気を配ろうとしている。

　

１学期　評価方法・評価場面

Ａ　おおむね８０％以上

Ｂ　おおむね５０％以上

測定記録、学習カード、スキルテスト、定期テスト、提出物、

授業中の取り組み

学習カード、単元のまとめ、定期テスト、

授業中の取り組み

準備・片付けへの協力、話し合い活動への参加、

課題の提出、授業中の取り組み

保健体育（１年）　　R８　年間指導・評価計画 ○体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して、

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力の育成を目指す。

月 単元名
時

数
学習内容

観点別評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



器械運動 6 マット運動

＜知識＞

器械運動の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解できて

いる。

＜技能＞

マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を変えた技や発展技を

行うこと及びそれらを組み合わせることができる。

技などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己

の考えたことを他者に伝えることができる。

器械運動に積極的に取り組むとともに、よい演技を認めよ

うとすること、仲間の学習を援助しようとすること、一人

一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなど

や健康・安全に気を配ることができる。

球技 6 卓球

＜知識＞

球技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解できてい

る。

＜技能＞

ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる。基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ

る。

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろ

うとすること、作戦などについての話し合いに参加しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めよ

うとすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや

健康・安全に気を配ろうとしている。

8 バドミントン

＜知識＞

球技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解できてい

る。

＜技能＞

ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる。基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ

る。

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろ

うとすること、作戦などについての話し合いに参加しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めよ

うとすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや

健康・安全に気を配ろうとしている。

8 ソフトボール

＜知識＞

球技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力を理解できてい

る。

＜技能＞

基本的なバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と定位置での守備などによって攻防をすること

ができる。基本的な技能や仲間との連携した動きでゲームを展開することができる。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ

る。

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろ

うとすること、作戦などについての話し合いに参加しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めよ

うとすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや

健康・安全に気を配ろうとしている。

10

11

12

体育理論

保健
6

体理1-2:スポーツへの多様な関り方

保健1-2運動と健康

1-3食生活と健康

2-4性とどう向き合うか

2-5心の発達（１）

2-6心の発達（２）

体理:運動やスポーツは、行うこと、見ること、支えること及び知ることなどの多様な関わり方が

あることを理解する。

保健:個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けようとす

ることができる。

体理:運動やスポーツが多様であることについて、

自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに、他者に伝えることができ

る。

保健:健康についての自他の課題を発見し、よりよ

い解決に向けて思考し判断するとともに、他者に

伝える力を養う。

体理:運動やスポーツが多様であることについての学習に積

極的に取組むことができる。

保健:生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく

豊かな生活を営む態度を養う。

12 陸上競技 6 長距離走

＜知識＞

長距離走の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解す

ることができる。

＜技能＞

長距離走では、自己に適したペースを維持して、一定の距離を走りとおし、タイムを短縮した

り、競争したりできる。

動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、

ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果た

そうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認

めようとすることなどや、健康・安全に気を配ろうとして

いる。

　

２学期　評価方法・評価場面

Ａ　おおむね８０％以上

Ｂ　おおむね５０％以上

測定記録、学習カード、スキルテスト、定期テスト、提出物、

授業中の取り組み

学習カード、単元のまとめ、定期テスト、

授業中の取り組み

準備・片付けへの協力、話し合い活動への参加、

課題の提出、授業中の取り組み

9

10

10

11
球技



1 武道 7 柔道

＜知識＞

柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技能の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力

を理解できている。

＜技能＞

相手の動きに応じて行う姿勢と組み方、身体動作、崩しと体さばき及び受け身などの基本動作が

できる。受け身は、横受け身、後ろ受け身、前回り受け身の基本的な動きができる。

攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他者に伝えることができ

る。

武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的

な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそ

うとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認め

ようとすることなどや、禁じ技を用いないなど健康・安全

に気を配ることができる。

球技 8 サッカー

＜知識＞

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを

理解することができる。

＜技能＞

ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防をすることができる。音的な

技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。

攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとと

もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えるこ

とができる。

球技に自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切

にしようとすること、作戦などについての話し合いに貢献

しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを

大切にしようとすること、お互いに助け合い教え合おうと

することなどや健康・安全を確保しようとしている。

ダンス 7 ダンス

＜知識＞

感じを込めて踊ったりみんなで踊ったりする楽しさや喜びを味わい、ダンスの特性や由来、表現

の仕方、その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに、イメージを捉えた表現や踊り

を通した交流をすることができる。

＜技能＞

創作ダンスでは、多様なテーマから表したいイメージを捉え、動きに変化を付けて即興的に表現

したり、変化のあるひとまとまりの表現にしたりして踊ることができる。

表現などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができ

る。

ダンスに積極的に取組むとともに、仲間の学習を援助しよ

うとすること、交流などの話し合いに参加しようとするこ

と、一人一人の違いに応じた表現や役割を認めようとする

ことなどや、健康・安全に気を配ることができる。

１

２

３

体育理論

保健分野
5

体理3:スポーツの多様な楽しみ方

保健1-4:休養・睡眠と健康

1-5:調和のとれた生活

2-7:自己形成

2-8:欲求不満やストレスへの対処

体理:世代や機会に応じて、生涯にわたって運動やスポーツを楽しむためには、自己に適した多様

な楽しみ方を見付けたり、工夫したりすることが大切であることを理解する。

保健:個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けようとす

ることができる。

体理:運動やスポーツが多様であることについて、

自己の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに、他者に伝えることができ

る。

保健:健康についての自他の課題を発見し、よりよ

い解決に向けて思考し判断するとともに、他者に

伝える力を養う。

体理:運動やスポーツが多様であることについての学習に積

極的に取組むことができる。

保健:生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく

豊かな生活を営む態度を養う。

　

３学期　評価方法・評価場面

Ａ　おおむね８０％以上

Ｂ　おおむね５０％以上

測定記録、学習カード、スキルテスト、定期テスト、提出物、

授業中の取り組み

学習カード、単元のまとめ、定期テスト、

授業中の取り組み

準備・片付けへの協力、話し合い活動への参加、

課題の提出、授業中の取り組み

2

3


